
はじめに 

消防団の歴史は古く、江戸時代に南町奉行、大岡越前守忠相が組織した「いろは４８組」の町火消

しがルーツとなっています。普段は鳶の者として土木や建築等の生業に従事しながら、一旦火災が起

これば消防に早変わりし、その経費は、町内会によって決められ運営されていたといわれています。 

川口市においては、明治１９年に消防組が結成され、その後消防組と私設防護団を統合しての警防

団を経て、昭和２２年の消防団設置条例により川口市消防団が誕生し、平成２３年の鳩ヶ谷市との合

併を経て、現在では１団本部、１１支団、３０分団、４２７人（組織及び実員数：令和２年４月１日

現在）の団員で組織されています。そして、このような長い歴史とともに地域防災の要としての役割

は大きく、火災・水害・震災など災害防除活動はもとより、各種防災訓練・行事においても常備消防

ともども本市防災の中枢をなしています。 

川口市消防団の歩み

１ 市制施行前の旧町村別消防概要

 【旧川口町消防組】

明治１９年

上宿組、中宿組、下宿組、宮元組の４組の消防組が結成され、各組に頭取を置いた。

明治２７年

勅令をもって消防組規則が制定され、各組は部と改組され、腕用ポンプ１台が装備さ

れた。

大正３年

機構が改革され、総員１０３名３部制となり、各部に腕用ポンプ１台が装備された。

組頭 田島 房邦 氏

大正８年

戸数増加に伴い、総員１５５名となった。

大正１１年

川口在郷軍人会が主体となり、消防施設改善期成会が組織され、ノーザン式手引ガソ

リンポンプ１台が購入された。

昭和２年

はじめて、ポンプ自動車（ノーザン式、ハドソン）１台が購入され、第１部に配置さ

れた。

昭和６年

乗用車（グラハム）１台を購入して、これに、ノーザン式手引ガソリンポンプを乗せ

て改造し、第２部に配置した。第３部には、３輪自動ポンプ（フォード、ノーザン式）

１台を購入配置し、各部とも機動力が備わった。

 【旧横曽根村消防組】



明治２７年

勅令をもって消防組規則が制定され、３部制、組員１００名で発足。

大正３年

機構改革により、組員を１５０名に増員し、各部に腕用ポンプ１台が配置された。

組頭 篠田 伝太郎 氏

大正１３年

荒川放水路改修工事による区画変更により、第３部（大字浮間）は東京都に編入された。

昭和３年

手引ガソリンポンプ１台を購入して、第２部に配置した。

昭和７年

自動車ポンプ１台を購入して、第２部に配置した。

 【旧青木村消防組】

明治２０年

各大字単位の上青木組、前川組、下青木組の３部制で発足した。

明治４０年

各組を統合して、青木村消防組に改組して３部制とし、各部に腕用ポンプ１台を配置

した。組員１５０名

 【旧南平柳村消防組】

明治１９年

各大字単位の領家組、元郷組、十二月田組の３組制で発足した。

大正６年

各組を統合して、南平柳消防組に改組して４部制とし、各部に腕用ポンプ１台を配置

した。

組頭 倉田 源十郎 氏

昭和３年

自動車ポンプ１台を購入し、第５部（特別自動車隊）を新設して配置した。

２ 市制施行後

昭和８年

川口町、横曽根村、青木村、南平柳村が合併して市制が施行され、４月１日これに伴

い各組を統合して８部制（川口町１・２・３部に、南平柳４・５部、青木６・７部、横

曽根８部）とし、消防組本部に常備消防班（班長小頭１名、消防手１２名、２交代制）

を設置し、総員４００名とし、名称を川口消防組と改めた。

昭和１４年

勅令２０号により、警防団令が公布施行され、消防組と私設防護団を統合して、川口

警防団と改称し、１０部制となり、定員１，５００名とした。

昭和１５年

隣接の鳩ヶ谷町、神根、新郷、芝村の４ケ町村が合併されたが、各警防団は、そのま

まの名称で存置され、川口、鳩ヶ谷、神根、新郷、芝の５警防団となった。



昭和１６年

芝警防団が川口警防団に編入し、第５分団となり、４警防団となった。

昭和１８年

川口警防団を６分団制に改め、定員１，５５０名となった。

団長 岩田 三史 氏鳩ヶ谷、神根、新郷の３警防団を統合し、名称を川口鳩ヶ谷警

防団と改め、定員６３５名、６分団制とした。

団長 保坂 善八 氏

これで市内の警防団は、２団となり、定員合計２，１８５名を擁するに至った。

昭和１９年４月１日

     特設消防署設置規定（大正８年勅令第３５０号）により、埼玉県告示第１９１号を持

って、川口市一円を区域とする特設消防署が設置されることになり、従来の常備消防班

を包含して埼玉県川口消防署が設置された。

同告示第２４７号により、川口市本町２－９９の１に埼玉県消防訓練所が設置された。

同告示第２４８号により、鳩ヶ谷、横曽根両出張所、元郷、青木、芝各派出所が設置

された。陣容は１署、２出張所、３派出所、定員２０７名。

初代署長 高林 信次郎 氏

昭和２２年

     勅令第１８５号をもって、消防団令が施行され、警防団は消防団と改称された。

     消防団令に基づき、川口市消防団設置条例が定められ、５分団制定員４００名。

     団長 高橋 八郎 氏

     同じく川口鳩ヶ谷消防団設置条例が定められ、６分団制、定員７４６名。

     団長 保坂 善八 氏

     両団合計１１分団、１，１４６名となった。

３ 消防組織法施行後

昭和２３年３月７日

消防組織法が施行され、官治消防は自治消防へと、画期的な消防機構の改革が行われ、

川口市消防本部が設置された。

昭和２３年９月７日

     ２つの消防団を統合し、地域別に８消防団を設置し、連合制をとり、川口市連合消防

団本部を設けた。初代連合消防団長 高橋 八郎 氏

昭和２５年１１月１日

     鳩ヶ谷町が分離したので、消防団は１つ減り、７団８３２名となった。

昭和２７年４月７日

     消防団幹部会議を開き、団員定数改組を決議し、４月２５日、８２５名を５００名に

減員した。

昭和３１年４月１日

     安行村が合併したので、この区域を川口市安行消防団と称し、８団５４３名となった。



昭和３７年２月１５日

     美園村が配置分合したので、この区域の戸塚消防団を川口市連合消防団に編入し、９

分団とした。

昭和３８年８月１日

     第２代消防団長 高徳 勝之助 氏

昭和３９年９月１日

     消防団幹部会議の議決により連合消防団の廃止と団員定数改組を決定し、１団９分団

制、定員５２０名とした。

昭和４１年

     消防団幹部会議の団員の少数精鋭化の議決により、５２０名の定員を４月１日、４２

４名とした。

昭和５２年１１月１４日

     老朽化した普通ポンプ自動車をいすずエルフＴＬＤ４４改型、ＣＤ－Ⅰ型、ディーゼ

ルＡ－２級に買替え、２個分団（第５分団・第８分団）に配備し、消防力の強化を図る。

昭和５３年１０月３１日

     老朽化した普通ポンプ自動車をいすずエルフＴＬＤ４４改型、ＣＤ－Ⅰ型、ディーゼ

ルＡ－２級に買替え、２個分団（第２分団・第４分団）に配備し、消防力の強化を図る。

昭和５４年３月２６日

     老朽化した第６分団第１消防部の車庫を木造カラー鉄板瓦棒葺２階建、延面積41.31 
㎡に改築した。

昭和５４年１１月２８日

     老朽化した普通ポンプ自動車をいすずエルフＴＬＤ４４改型、ＣＤ－１型、ディーゼ

ルＡ－２級に買替え、第１分団第２消防部に配備した。

昭和５５年９月１日

     第３代消防団長 岩井 尚明 氏

昭和５６年２月２８日

     老朽化した普通ポンプ自動車をいすずエルフＴＬＤ４４改型、ＣＤ－１型、ディーゼ

ルＡ－２級に買替え、第３分団第１消防部に配備した。

昭和５６年３月１０日

     老朽化した第３分団第２消防部の車庫を鉄骨造折板葺２階建延面積１６７．９４㎡に、

また、第７分団木曽呂器具置場を川口市大字木曽呂３９０、木造瓦棒葺２階建延面積

８１．５４㎡に改築した。

昭和５６年１１月１９日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第２分団第１消防

部に配備した。

昭和５７年

     老朽化した第２分団第１消防部の車庫を鉄骨カラー鉄板瓦棒葺２階建延面積７０．１

４㎡に改築した。



昭和５７年１１月１１日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第１分団第１消防

部に配備した。

昭和５８年３月３０日

     老朽化した第８分団第１消防部の車庫を鉄骨造トタン葺２階建延面積１１０．０７㎡

に改築した。

昭和５９年３月２１日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第４分団第３消防

部に配備した。

昭和５９年１２月２５日

     老朽化した第６分団第２消防部の車庫を改築。

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第７分団第３消防

部に配備した。

昭和６０年８月１０日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第５分団第２消防

部に配備した。

昭和６１年３月２０日

     老朽化した第４分団第３消防部の車庫を、鉄骨２階建延１００．７８㎡に改築した。

昭和６１年１１月１０日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第８分団第２消防

部に配備した。

昭和６２年２月２６日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第７分団第１消防

部に配備した。

昭和６２年１１月７日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車２台をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第４分団第１

消防部と第６分団第１消防部に配備した。

昭和６３年２月２６日

     老朽化した第８分団第２消防部の車庫を、２階建延１１２．０㎡に改築した。

昭和６３年９月１日

     第４代消防団長 福島 弘 氏

昭和６３年１２月２０日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車２台をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第３分団第３

消防部と第９分団第２消防部に配備した。

平成元年３月２４日

     老朽化した第７分団第１消防部の車庫を、鉄骨２階建延面積１０５．８４㎡に改築し

た。



平成２年２月１６日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車2台をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第３分団第２
消防部と第６分団第２消防部に配備した。

平成２年１２月２０日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第９分団第１消防

部に配備した。

平成３年３月２５日

     老朽化した第９分団第１消防部の車庫を鉄骨２階建延面積１３２．８６㎡に改築した。

     また、上青木分署内に配置している第３分団第３消防部の車両を、上青木２丁目地内

に新築した鉄骨２階建延面積１０５㎡の車庫に配置した。

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第９分団第３消防

部に配備した。

平成４年１月８日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第７分団第２消防

部に配備した。

平成４年２月２８日

     老朽化した第４分団第１消防部の車庫を鉄骨２階建延面積１３０．５㎡に改築した。

平成４年１２月２１日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第５分団第１消防

部に配備した。

平成５年２月２６日

     老朽化した第４分団第２消防部の車庫を鉄骨２階建延面積７０．０２㎡に改築した。

平成６年３月１０日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第８分団第１消防

部に配備した。

平成６年３月２５日

     老朽化した第７分団第２消防部の車庫を鉄骨コンクリート造２階建延面積１０９．８

８㎡に改築した。

平成７年３月７日

     消防団車両で老朽化した普通ポンプ自動車をＣＤ－Ⅰ型に買替え、第２分団第２消防

部に配備した。

平成７年１０月１日

     第５代消防団長 鹿島 輝雄 氏

平成８年２月６日

     地震対策及び今後の多目的ポンプ運用方法を考慮し消防団に初めて全自動小型動力ポ

ンプ付き積載車を購入し、第４分団第２消防部に配備した。



平成９年２月２８日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を全自動小型動力ポンプ付き積載車に買

替え、第１分団第１消防部及び第３分団第１消防部に配備した。

平成１０年４月１日

     消防団の活性化を図るため、定年制を盛り込んだ「川口市消防団活性化総合計画」を

策定し、実施した。

第６代消防団長 中山 謙二郎 氏

平成１１年３月３１日

     消防団基盤緊急総合整備事業により災害防御用資器材として、５０ｍｍ用放水資器材

等及びチェーンソーを各消防部に配備した。

平成１２年１１月１日

     消防団活性化の一環として服制の検討を行い、作業帽をアポロキャップ型とした。

平成１２年４月１日

     消防団条例を改正し、現行の１団本部９分団制から、１団本部９支団２３分団制とし、

定年制を導入する等組織の充実強化を図った。

平成１４年４月１日

     川口市初の女性消防団員１２名を任用し、各支団付け配置した。

平成１５年１２月１８日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第１支団第２分団及び第２支

団第１分団へ配備した。

平成１７年１月１２日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第３支団第３分団、第７支団

第１分団、第８支団第２分団、第９支団第２分団へ配備した。

平成１７年３月１６日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第７支団第３分団へ配備した。

平成１７年１０月３１日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第３支団第２分団、第４支団

第１分団、第３分団、第５支団第２分団、第６支団第１分団、第２分団及び第９支団第

１分団へ配備した。

平成１９年２月６日

     老朽化した小型ポンプ積載車を普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型に買替え、第７支団

第４分団へ配備し、普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第９支団第３分団へ配

備した。

平成１９年１２月１９日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第７支団第２分団へ配備した。

平成２０年１２月４日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第５支団第１分団へ配備した。



平成２１年２月２５日

     平成２０年度消防庁長官表彰「消防団等地域活動表彰」を受賞。

平成２２年２月１０日

     日本消防協会長表彰 優良消防団表彰（表彰旗）を受賞。

平成２２年３月４日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第８支団第１分団へ配備した。

   平成２２年４月１日

     第７代消防団長 金子 利夫 氏

平成２３年２月２１日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第２支団第２分団へ配備した。

平成２３年１０月１１日

     鳩ヶ谷市との合併を行い、川口市消防団が１団本部、１１支団、２９分団の体制とな

った。

   平成２４年１月２６日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、第４支団第２分団へ配備した。

   平成２４年３月３０日

     第７支団第３分団車庫を従来の大字西新井宿３５１から大字新井宿１３へ移設し、木

造モルタルコロニアル葺平屋建延面積１１９．２４㎡を新築した。

   平成２５年２月２２日

     老朽化した普通消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプ付積載車を更新し、普通消防ポ

ンプ自動車ＣＤ－１型を第１支団第１分団、第３支団第１分団及び第１１支団第１分団

へ配備した。

   平成２５年１２月１３日

     消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図り、もって住民の安全の確保に資する

ことを目的として「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が公布、

施行（一部を除く）された。

平成２６年３月１日

     川口市消防局の消防・救急無線が、アナログ無線運用からデジタル無線運用に移行さ

れたことに併せ、消防団車両２９台及び分団長以上の４５名にデジタル無線専用受令機

を配備し運用を開始した。

また、平成２４年５月に消防団の連絡手段の確保として運用を開始した簡易デジタル 

無線局を４８台増設（合計１８０台）するとともに、大規模災害時の参集場所を各受持

分署とし、支団本部として運用を開始した。

   平成２７年７月２５日

     県内消防団の活性化と女性消防団員の増員を図り、地域防災力の充実強化に寄与する

ことを目的に、初めて「埼玉県女性消防団員大会」が深谷市で開催された。



   平成２７年１１月１日

     埼玉県で初めて女性消防団員が採用された平成元年１１月１日に因み、同１１月１日

を「埼玉県女性消防団員の日」とし、県、市町村、消防団が一体となった PR 活動を展
開することが宣言された。

   平成３０年４月１日

     第８代消防団長 吉田 幸市 氏

   平成３０年４月１日

     川口市内の郵便局３局（川口・川口北・鳩ヶ谷）において機能別団員１６名が入団。

川口市消防団が１団本部、１１支団、３０分団（うち機能別分団が１分団）の体制とな

った。

令和元年９月３０日

  平成２４年５月に消防団の連絡手段の確保として運用を開始した簡易デジタル無線局    

 を経年劣化に伴い１６６台更新した。

令和２年２月２８日

     第１１支団第２分団車庫を従来の八幡木１丁目２２番１８号から三ツ和３丁目１９番

地の１７へ移設し、木造サイディング張２階建延面積１２８．８６㎡を新築した。

令和２年３月３０日

     第１０支団第１分団車庫に木造サイディング張平屋建延面積４３．０４㎡の待機室を

増築した。

   令和３年４月１日

     第９代消防団長 菅岩 良司 氏


